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衣生活に関する栃木県の伝統文化資産として，結城紬，真岡木綿，鹿沼麻（野州麻），間々田紐，足利銘
仙などがあり，三大天然繊維である絹・綿・麻の文化が継承されている。本研究では，これら伝統的な衣生
活の視点から持続可能な消費を実現する消費者教育教材を開発し，各発達段階での実践を通して効果を検証
することを目的としている。本論では中学校技術・家庭科の家庭科分野において，結城紬を切り口として伝
統的な衣生活を体感しながら，エシカルファッションについて学ぶ授業実践を紹介する。

キーワード：衣服，伝統文化，消費者教育，持続可能性

1．研究の背景
平成24年12月に施行された「消費者教育の推進

に関する法律」において，消費者教育とは，消費者
の自立を支援するために行われる消費生活に関する
教育であり，消費者市民社会の構築を目指している。
消費者市民社会とは，すべての消費者が，自分だけ
でなく周りの人々や，将来生まれる人々の状況，内
外の社会経済情勢や地球環境までに思いを馳せて生
活し，社会の発展と改善に積極的に参加する社会と
定義されている。これは，消費者教育の変遷におい
て，その先進国であるヨーロッパの影響を強く受け，

「環境教育」「シティズンシップ教育」と合わせた概
念をもつ “Consumer Citizenship Education”として
発展し[1]，持続可能な社会の構築を前提とした自
立した消費行動の要求に応えるものである。

岡野らの調査[1]によると，現行の家庭科指導要
領に基づく小中学校の教科書において，「D 消費生
活と環境」に関連する記述は10 〜 15%程度あり，

今後の重要な領域である一方で，実習等に時間が取
られて短時間になりがちでありとしている。さらに，
養成課程で十分に学んでいないため，D領域の指導
を得意とする教員はほとんどいなかった。しかしな
がら，学校教育において消費者教育を扱う教科は家
庭科と社会科が中心であるため，生活のあらゆる場
面を通した消費者教育の検討が必要である。

小中高校での消費者教育を家庭科の学習目標に照
らして考えると，単なる知識学習では具体性にかけ，
さらには実感や価値観の変容を伴わないものになり
がちである。筆者らはこれまで，中学校の衣生活分
野に伝統的なものづくり体験を取り入れて，知識学
習になりがちな衣服管理分野のアクティブ化[2]を
試みたり，衣生活分野における生活情報の取り扱い
から持続可能な消費のあり方[3]を提案したりして
きた。本研究では，「衣」生活の場面設定において，
消費者問題を予防し，持続可能な消費者市民社会の
構築を担う消費者育成を目指す点を強調したい。衣
生活は食生活以上に外部化が著しく，流行といった
消費者心理の移り変わり，価格競争による低価格化
などが要因となり，環境との関わりが意識されにく
いとい分野である。さらに，ICT社会における消費
行動も視野に入れなくてはならない。なぜなら，イ
ンターネットショッピングでの利用率は若年層ほど
高く，BtoCビジネスにおいて消費量が多いにもか
かわらず，サイズやデザインの不一致といった失敗
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事例が最も多い分野だからである。その反面，生活
を「創る」という観点では，被服製作等の「ものづ
くり」体験に，LCAの観点や伝統文化の要素を加
味することで，持続可能性を主体的・能動的に学ぶ
ことができる可能性が高く，アクティブラーニング
としての消費者教育を推進できると考えている。

以下，本稿ではライフステージを考慮した衣生活
領域における消費者教育の目標設定について述べ，
これを踏まえて附属中学校で実践した内容について
報告する。

2．ライフステージを見据えた衣生活領域の消費者
教育の課題

消費者庁に設置された消費者教育推進のための体
系的プログラム研究会（座長：西村隆男横浜国立大
教授）の検討成果として「消費者教育の体系イメー
ジマップ」とその活用ガイドが平成25年に公表さ
れている。本研究では表1に示すように，小中高等
学校での実践や参考文献をもとに，このイメージ
マップに衣生活の場面を想定した消費者行動事例を
策定し，発達段階における授業実践を行った。

　　　　　　　　　　分

　　　　　　　　　　野
　　　発
　　　達
　　　段
　　　階

消費者がもつ影響力の理解 持続可能な消費の実践 消費者の参画・協働 衣生活

自らの消費が環境，経
済，社会及び文化等の
幅広い分野において，
他者に影響を及ぼし得
るものであることを理
解し，適切な商品やサー
ビスを選択できる力

持続可能な社会の必要
性に気づき，その実現
に向けて多くの人々と
協力して取り組むこと
ができる力

消費者が，個々の消費
者の特性や消費生活の
多様性を相互に尊重し
つつ，主体的に社会参
画することの重要性を
理解し，他者と協働し
て消費生活に関連する
諸課題の解決のために
行動できる力

衣生活の場面を想定し
た消費者行動事例

幼
児
期

様々な気づきの体験を通
じて，家族や身の回りの
物事に関心をもち，それ
を取り入れる時期

おこづかいや買い物に
関心を持とう

身の回りのものを大切
にしよう

協力することの大切さ
を知ろう

自分の衣服に関心を持
とう

小
学
生
期

主体的な行動，社会や環
境への興味を通じて，消
費者としての素地の形成
が望まれる時期

消費をめぐる物と金銭
の流れを考えよう

自分の生活と身近な環
境とのかかわりに気づ
き，物の使い方などを
工夫しよう

身近な消費者問題に目
を向けよう

靴下などの身につける
小物を選択・管理しよ
う

中
学
生
期

行動の範囲が広がり，権
利と責任を理解し，トラ
ブル解決方法の理解が望
まれる時期

消費者の行動が環境や
経済に与える影響を考
えよう

消費生活が環境に与え
る影響を考え，環境に
配慮した生活を実践し
よう

身近な消費者問題及び
社会課題の解決や，公
正な社会の形成につい
て考えよう

Tシャツなどのライフ
サイクリに関心を持と
う

高
校
生
期

生涯を見通した生活の管
理や計画の重要性，社会
的責任を理解し，主体的
な判断が望まれる時期

生産・流通・消費・廃
棄が環境，経済，社会
に与える影響を考えよ
う

持続可能な社会を目指
して，ライフスタイル
を考えよう

身近な消費者問題及び
社会課題の解決や，公
正な社会の形成に協働
して取り組むことの重
要性を理解しよう

フェアトレードやエシ
カルを意識しよう

若
者

生活において自立を進
め，消費生活のスタイル
や価値観を確立し自らの
行動を始める時期

生産・流通・消費・廃
棄が環境，経済，社会
に与える影響を考える
習慣を身につけよう

持続可能な社会を目指
したライフスタイルを
探そう

消費者問題その他の社
会課題の解決や，公正
な社会の形成に向けた
行動の場を広げよう

エシカルファッション
をリードしよう

成
人
一
般

精神的，経済的に自立し，
消費者市民社会の構築
に，様々な人々と協働し
取り組む時期

生産・流通・消費・廃
棄が環境，経済，社会
に与える影響に配慮し
て行動しよう

持続可能な社会を目指
したライフスタイルを
実践しよう

地域や職場で協働して
消費者問題その他の社
会課題を解決し，公正
な社会をつくろう

衣生活の持続可能な消
費を実践しよう

高
齢
者

周囲の支援を受けつつ
も，人生の豊富な経験や
知識を消費者市民社会の
構築に活かす時期

消費者の行動が環境，
経済，社会に与える影
響に配慮することの大
切さを伝え合おう

持続可能な社会に役立
つライフスタイルにつ
いて伝え合おう

支え合いながら協働し
て消費者問題その他の
社会課題を解決し，公
正な社会をつくろう

衣生活の仕舞支度を意
識して持続可能な消費
をつなげよう

表1　消費者市民社会に向けて消費者が身に付けたい力（衣生活編）

「消費者教育の体系イメージマップ〜消費者力ステップアップのために〜」の抜粋に加筆
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衣生活領域の消費者教育を発達段階に応じて教材
開発するためには，1） 衣生活をいつから自分で成
り立たせているか，つまり衣生活の自立がいつから
始まるかに大きく関係するため，その把握が重要で
あること，2） 衣服の消費は既成品の中から選択す
ることが多いため，その衣服がどのように作製され
手元に届き，身に着け，最後はどうなるのかという
一連の衣服のライフサイクルへの理解を知識として
どのように押さえるのか，3） 購入時の知識は教材
化しやすいが，管理・保存の知識・技術は実感を伴っ
た教材になりにくいこと，4） ITの進展によるネッ
トショッピングの普及により，身に纏うものであり
ながら，素材の安全性や繊維そのものの性質を知る
機会をどう保障するのか，5） 授業時数が少ない中，
製作の場面を想定できる教材が必要だがどうすれば
いいか，などの課題が抽出された。

3．伝統文化を取り入れたエシカル消費の探求
附属中学校の技術・家庭科の家庭分野の年計では，

衣生活領域は第1学年の秋季からの学習となる。小
学生から中学生になったばかりの発達段階を考慮す
れば，衣服の役割における社会的機能について実感
を持って学ぶには課題が多い。そこで，民族衣装で
ある和服を，一番馴染みのある浴衣と地域の文化で
ある結城紬を通して，エシカルファッションの視点
で持続可能な衣生活について考える授業を担当教員
と協議のうえ構想した。本実践は，平成28年10月
19日に第1学年全クラスを対象に，「エシカルファッ
ションとしての和服」と題した特別授業として行っ
た。当日は，女性用の結城紬を教室内に飾り，授業
者が実際に結城紬を着用しての環境構成で授業を
行った。授業の流れは以下の通りである。

（1） 導入「和服のカタチ？」
授業の導入として，生徒に知っている和服につい

て問いかけてみた。多くは最も身近である浴衣，甚
平，七五三の着物といった体験を通しての発話が見
受けられた。

表2　和装の区分
性別 区分 種類

女
正装 黒留袖・色留袖・振袖・訪問着・喪服・付け

下げ・袴
平服 小紋・紬・浴衣など

男
正装 紋付・袴・お付い（長着＋羽織）

平服 色無地・浴衣・作務衣・甚平・丹前・法被
など

（2） グループワーク①「着物と浴衣の違い」
授業者が結城紬，TAが浴衣を着用し，グループ

でその違いについて話し合わせた。形（構成）は同
じであること，襦袢の有無，ケア性などに気づくこ
ことを意図したが，着用経験が少ないにもかかわら
ず，帯の違い（男女で異なる）や襦袢の有無，素材
の違いなどを挙げることができた。

図1　授業者（結城紬）とTA（浴衣）の着姿

（3） 素材とユネスコ無形文化遺のレクチャー
授業者の着用している結城紬について知っている

生徒は名称も含めてほとんどいなかった。まずは，
浴衣の主な素材である木綿と結城紬の真綿について
歴史的な観点も踏まえて説明し，実際に手にとって
体感させた。その後，結城紬の主な工程である真綿
掛け，糸つむぎ，絣括り，地機織りについて映像教
材で説明を行い，教室に飾った結城紬に使われた実
際の絣糸を提示して，その手仕事の精緻さを体感さ
せ，結城紬のもつ独特な風合いを生地見本を触るこ
とで実感させた。初めて見る絣織りの世界に興味を
示している様子が窺えた。

図2　手紬糸（絣）を実際に触ってみる
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（4） グループワーク②「着物の構成を知ろう」
和服は「一反（約12m）」の布を余すことなく使う

平面構成法で作られる衣服である。そのため，洋服に
比べれば，身丈や身幅も調整が可能であり，仕立て直
しという概念が通常であり，かつては古くなった大人
着を子ども用に作り替えたりする習慣があったこと
などを伝えることで，授業の大きな目的である和服の
環境配慮側面について気付かせることとした。

身頃 袖 衽身頃 袖 衽

衿 共衿内
揚
げ

お
は
し
ょ
り

内
揚
げ

お
は
し
ょ
り

着物に仕立てた際に表にでる箇所 着物に仕立てた際に表にでない箇所

同右 同右
同右

図3　女物着物の断ち切り例

次に，各グループに浴衣を配置し，和服の構造を
畳むことを通して理解させた。全てのグループに女
性物を用意したため，女性の着姿には図3の「おは
しょり」が現れることなどにも気づける生徒もいた。
また，広げると大きな着物がコンパクトに畳めるこ
とで収納性の良さに気づくこともできたようであっ
た。さらには，伝統的な日本家屋には収納スペース
が少ないことなど，住生活領域などと連携させるこ
とで，伝統的な知恵について学ぶことも可能となる。

図4　浴衣の畳み方実習
以上を踏まえて，「和服の良いところ，悪いところ」

をグループで話し合う活動を入れて，学習の振り返
りをさせた。

（5） エシカルファッションとしての和服
最後に，授業のまとめとしてエシカル消費とエシ

カルファッションについて説明を行った。図5の上
図に示すように，人・自然・社会の調和を目指す持
続可能な消費スタイルが，これからの地球市民には
必要であり，日本の基層文化としての「お互い様」
の精神が重要であることについて述べた。この考え

方をファッションに適用したものがエシカルファッ
ションである。人に優しい＝フェアトレード，自然
に優しい＝オーガニック素材・天然素材の見直し，
そして，各々の社会がもつ文化の尊重＝地域の伝統
文化の継承，これらの要素を大切にしたファッショ
ンの提案が世界のムーブメントとして起きているこ
とを伝え，和服はとくに日本社会がもつ大切な文化
であり，それらは環境配慮を思想として発展してき
た衣服であるとメッセージを送った。

図5 エシカルファッション提示資料
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